
選択科目    

答案用紙 

 

 
 

  

技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

Ⅰ  

（ １ ） 防 災 減 災 に お い て 首 都 直 下 型 地 震 な ど の 大 規 模

地 震 対 策 の 強 化 を 進 め る に あ た り 、 技 術 者 と し て の 立

場 で 多 面 的 な 観 点 か ら 課 題 を 抽 出 し 、 分 析 せ よ 。  

 

（ ２ ） （ １ ） で 抽 出 し た 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え る

課 題 を １ つ 挙 げ 、 そ の 課 題 に 対 す る 複 数 の 解 決 策 を 示

せ 。  

 

（ ３ ） （ ２ ） で 提 示 し た 解 決 策 に 共 通 し て 新 た に 生 じ

う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策 に つ い て 述 べ よ 。  

 

（ ４ ） （ １ ） 〜 （ ３ ） を 業 務 と し て 遂 行 す る に 当 た り

必 要 と な る 要 件 を 、 技 術 者 と し て の 倫 理 、 社 会 の 持 続

可 能 性 の 観 点 か ら 述 べ よ 。  
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１  多 面 的 な 観 点 と 課 題  

（ １ ） い か に 大 規 模 地 震 対 策 へ の 強 化 を 図 る か  

首 都 直 下 地 震 や 南 海 ト ラ フ 地 震 は 今 後 3 0 年 間 の 間

に ７ ０ ％ の 確 率 で 発 生 す る と さ れ て お り 、 甚 大 な 被 害

が 想 定 さ れ る 。 未 曾 有 の 被 害 を も た ら し た 関 東 大 震 災

か ら 1 0 0 年 が 経 過 し て い る が 、 い ま だ に 大 規 模 地 震 災

害 時 に 著 し く 危 険 な 市 街 地 が 存 在 し て お り 、 引 き 続 き

整 備 改 善 が 必 要 で あ る 。  

よ っ て 技 術 面 の 観 点 か ら い か に 大 規 模 地 震 対 策 へ の

強 化 を 図 る か ① が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） い か に 財 政 難 の 中 で 地 震 対 策 を 行 う か  

少 子 高 齢 化 に 加 え 、 労 働 人 口 の 減 少 に よ る 税 収 不 足

② と 社 会 保 障 費 の 増 大 に よ り 財 政 難 ③ が 続 く 。 地 震

対 策 に 対 す る 予 算 が 確 保 で き ず ④ 、 災 害 時 に 十 分 な 対

応 が 取 れ な い こ と が 懸 念 ⑤ さ れ る 。  

よ っ て コ ス ト 面 の 観 点 か ら い か に 財 政 難 の 中 で 地 震

対 策 を 行 う か が 課 題 で あ る 。  

① 課題は問われている内容そのものです。「料理をおいしく作るための課題は？」と聞かれて「お

いしく作ることです」と答えているのと一緒です。課題を見直しましょう。 
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（ ３ ） い か に 少 な い 人 数 で 地 震 対 策 を 実 施 す る か 。  

少 子 高 齢 化 に よ り 、 今 後 の 技 術 者 不 足 は 深 刻 さ を 増

す 。 特 に 地 方 自 治 体 で は 技 術 者 の 数 に 対 し て 社 会 資 本

ス ト ッ ク の 数 が 多 い 。 そ の た め 人 手 不 足 で 十 分 な 地 震

対 策 が で き な い 状 況 に あ る  

よ っ て 人 材 面 の 観 点 か ら い か に 少 な い 人 数 で 地 震 対

策 を 実 施 す る か が 課 題 で あ る 。  

２  最 も 重 要 な 課 題  

地 震 対 策 は 、 待 っ た な し で あ り 、 ハ ー ド 対 策 を 迅 速

に 進 め る の が 重 要 で あ る た め 、 （ １ ） の 「 い か に 大 規

模 地 震 対 策 へ の 強 化 を 図 る か 」 ⑥ を 最 も 重 要 な 課 題 に

選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

 

３  解 決 策  

（ １ ） 密 集 市 街 地 の 改 善 整 備  

⑥ これは題意です。課題設定とともに見直しましょう。 

※ 解決策も添削しますが、課題設定が適切でないことを認識したうえで、ご確認ください。 

② 税収不足とは何を言いたいのでしょうか。歳出に対して、支出が足りないということですかね。そ

うであるなら、税収不足との表現は適切でないですね。また、税収は増加しています。 

③ 社会保障費のみが歳出増の原因であるように見えます。一要因に過ぎません。 

④ この表現ですと全く予算化できないように見えてしまいます。十分でないといった表現にしましょ

う。 

⑤ 防災の予算と災害発生時の予算を同じように説明していますが、異なるものですので正確ではあり

ません。発災時に必要な予算は、補正予算等で可及的速やかに措置されるものと理解しています。 
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地 震 を 原 因 と し た 大 規 模 な 市 街 地 火 災 に 対 応 す る た

め 、 道 路 や 公 園 の 整 備 、 老 朽 建 築 物 等 の 除 却 ・ 建 替 え

等 の ハ ー ド 対 策 を 進 め る ⑦ 。 ま た 一 層 の 安 全 性 を 確 保

す る た め 、 防 災 設 備 の 設 置 や 防 災 マ ッ プ の 作 成 ⑧ 等 の

ソ フ ト 対 策 を 促 進 す る  

 

（ ２ ） 住 宅 ・ 建 築 物 等 の 耐 震 化  

住 宅 ・ 建 築 物 の 耐 震 化 を 進 め る た め 、 建 築 物 の 耐 震

診 断 義 務 付 け や 耐 震 診 断 調 査 へ の 支 援 ⑨ を 実 施 す る 。  

 

（ ３ ） 道 路 橋 の 耐 震 補 強  

災 害 時 の 救 急 救 命 活 動 や 復 旧 支 援 活 動 を 支 え る た め 、  

緊 急 輸 送 道 路 上 の 橋 梁 に つ い て 、 耐 震 補 強 を 行 う 。 落

橋 ・ 倒 壊 を 防 止 す る 対 策 に 加 え 、 被 災 後 速 や か に 緊 急

車 両 の 通 行 を 確 保 で き る 補 強 ⑩ を 実 施 す る 。  

 

⑩ これも同じですね。落橋防止対策とは、通行を確保できる補強とはといった内容を具体的に書きま

しょう。 

⑨ これも同じですね。支援とは何を行うのですか。また、耐震診断調査と耐震診断に違いがあるので

すか。同じなら耐震診断（←調査も含んでいるのでは？）で良いと思います。また、診断後の措置

がありませんが、これには支援が不要と考えているのでしょうか。 

⑦ 一般論を脱していません。それぞれ、どうやって進めるのか、火災に対応する整備とは何かといっ

た内容を書かないと技術的な説明と言えません。 

⑧ 防災設備や防災マップとはどのようなものなのか分かりません。また、設備の設置がなぜソフト施

策なのですか。総じて、⑦と同様技術的な記述が欠けています。 
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（ ４ ） 無 電 柱 化 の 推 進  

災 害 時 に お け る 道 路 の 機 能 を 事 前 に ⑪ 確 保 す る た め 、

関 係 省 庁 、 電 線 管 理 者 、 地 方 公 共 団 体 が 連 携 し て 、 無

電 柱 化 を 推 進 す る ⑫ 。 特 に 緊 急 輸 送 道 路 の 既 設 電 柱 に

つ い て 、 優 先 順 位 を 決 め て 早 期 に 占 用 制 限 開 始 す る ⑬ 。  

 

（ ５ ） 大 規 模 地 震 リ ス ク を 踏 ま え た 土 砂 災 害 対 策  

地 震 を 誘 因 と し た 、 土 砂 災 害 ハ ザ ー ド に 対 応 す る た

め 、 居 住 誘 導 区 域 等 、 将 来 的 に 居 住 を 継 続 す る 地 域 と

大 規 模 地 震 リ ス ク 、 土 砂 災 害 警 戒 区 域 等 を 重 ね 合 わ せ

る こ と に よ り 、 防 災 ま ち づ く り 上 の 重 要 箇 所 を 抽 出 し 、

土 砂 災 害 に 対 し 、 重 点 的 な 施 設 整 備 を 行 う ⑭ 。  

 

３  新 た に 発 生 す る リ ス ク  

地 震 に 対 す る ハ ー ド 対 策 が 進 ん で く る と 、 ハ ザ ー ド

の 位 置 が 変 化 し 、 従 来 の 避 難 行 動 が 適 用 で き な い リ ス

ク が 発 生 す る 。 こ の 対 応 策 と し て は 、 整 備 に 伴 っ て ハ

ザ ー ド マ ッ プ を 点 検 し 、 避 難 行 動 を 変 化 さ せ る な ど の

⑭ 解決策として、提案されているのは重点的な施設整備です。まず、施設整備とは何かを明確にする

必要があります。そのうえで、重点的とはどういうことなのかも具体化する必要があります。これ

らの説明すべきことがなく、重要箇所の抽出方法のみがかなりのスペースを費やし説明されていま

す。説明の力入れどころがズレているように感じます。 

⑪ 災害対策ですので、事前に行うのは当然です。不要。 

⑫ 推進する方法を具体的に書きましょう。 

⑬ 優先順位の決め方を記載すると良いでしょう。 
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Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル に よ っ て マ ッ プ の 見 直 し を 行 う 。  

 

４  業 務 と し て 遂 行 す る に 当 た り 必 要 と な る 要 件  

（ １ ） 技 術 者 倫 理 の 観 点  

業 務 に あ た っ て は 、 解 決 策 で 述 べ 地 震 対 策 に 合 わ せ

て ⑯誠 実 か つ 十 分 な 知 識 を 持 っ て 公 衆 の 安 全 、 健 康 お

よ び 福 利 に 努 め る こ と に 留 意 す る ⑰。 常 に 「 公 衆 （ 国

民 ） 」 の 幸 福 を 大 前 提 に 業 務 を 行 う 必 要 が あ る ⑱。  

 

（ ２ ） 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点  

業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 し 、 将 来 に わ た っ て 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク

を 構 築 し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 ま た

建 設 現 場 で の 活 動 は 常 に エ ネ ル ギ ー を 大 量 消 費 す る 。    

解 決 策 で 示 す 対 策 に よ り 耐 震 性 を 向 上 さ せ 、 広 範 な 視

点 を 持 っ て 可 能 な 限 り Ｃ Ｏ ２ 発 生 の 少 な い 建 設 分 野 の

工 法 ⑲ を 進 め て い く 必 要 が あ る 。       以 上  

⑯ これは何を意図しているのでしょうか。「業務にあたっては」と同じ意味ですかね。そうであれば

不要です。 

⑰ どんな場面で留意するのかといった内容がなく、業務との関連性が不明で唐突感もあります。 

⑱ 必要性ではなく、要点・留意点を書きましょう。国民の幸福とは、公衆の安全、健康および福利と

同義ではありませんか。同じことを繰り返し述べているように見えます。 

⑮ PDCAは業務改善手法です。このケースには当てはまらないのではないでしょうか。 
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⑲ 耐震性と CO２の関係性が不明であり、脈絡がありません。また、建設分野の工法とは何ですか。

単純に、「工法」で良いと思います。 


